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なぜ、青少年が満蒙開拓青少

回　義勇軍として送り出
ようになったのか

昭和17年の乗春近国民学校義勇軍壮

行会（伊那市東春近小学校所蔵）

伝
え
た
い
年

ら

8
0
か

警
撃
宗

，
象
噂
　
ヰ
葺
義
勇

満
州
戯

今
か
ら
8
0
年
前
、
県
内
か
ら

満
州
（
現
在
の
中
国
東
北
部
）

に
開
拓
団
と
し
て
移
民
し
た
人

た
ち
は
、
8
月
1
5
日
の
終
戦
を

知
ら
ぬ
ま
ま
逃
避
行
を
続
け
て

い
た
。
そ
の
中
に
「
満
蒙
開
拓

青
少
年
義
勇
軍
」
と
し
て
送
り

出
さ
れ
た
少
年
た
ち
も
い
た
。

子
ど
も
た
ち
を
満
州
に
送
り
出

し
た
も
の
は
何
か
。
そ
し
て
彼

ら
は
何
を
見
た
の
か
。
義
勇
軍

の
調
査
、
研
究
を
続
け
る
元
上

伊
那
教
育
会
長
の
矢
澤
静
二
さ

ん
（
7
3
）
＝
伊
那
市
西
春
近
＝
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

昭
和
6
年
、
満
州
事
変
が
勃
発

し
、
翌
年
、
日
本
の
偵
儲
国
家
満

州
国
が
建
阻
さ
れ
ま
し
た
。
同
時

に
満
州
開
拓
並
び
に
対
ソ
戦
兵
力

を
補
う
も
の
と
し
て
、
兵
役
を
終

え
た
在
郷
軍
人
を
主
体
と
し
て
第

1
次
武
装
移
民
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
9
年
、
在
郷
軍
人

よ
り
も
む
し
ろ
「
純
真
な
年
少

者
」
な
ど
が
満
州
移
民
に
適
格
で

あ
る
と
し
て
、
青
少
年
武
装
移
民

も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

1
1
年
、
「
2
0
ヶ
年
1
0
0
万
戸

満
州
農
業
移
民
計
画
」
が
国
策
　
（
以
下
、
義
勇
軍
）
」
が
制
度
化
さ

と
な
り
、
1
2
年
か
ら
本
格
的
に
満
読
、
1
3
年
か
ら
本
格
的
に
送
り
出

州
移
民
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同

年
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
の

で
、
戦
争
へ
の
大
量
動
員
な
ど
も

あ
り
成
人
の
移
民
確
保
が
困
難
な

状
況
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

試
験
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
青
少

年
移
民
が
有
望
で
あ
る
と
し
て
、

1
2
年
、
「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

義
勇
軍
送
出
人
数
は
、
国
が
決

定
し
て
都
道
府
県
に
割
り
当
て
、
都

道
府
県
は
各
市
町
村
に
割
り
当
て
、

市
町
村
は
各
小
学
校
に
送
出
を
要

請
す
る
と
い
う
体
制
で
し
た
。
暴

勇
軍
の
対
象
者
は
、
原
則
と
し
て

「
か
ぞ
え
は
～
1
9
歳
、
身
体
剛
健

皆
さ
ん
は
、
伊
那
市
伊
那
公
園

に
立
つ
．
「
少
年
の
塔
」
を
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ

れ
か
ら
、
こ
の
「
少
年
の
塔
」
に

か
か
わ
る
歴
史
と
意
味
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
患
い
ま
す
。

伊
那
市
中
央
の
伊
那
公
園
に
立
つ
「
少
年
の
塔
」


